
【
立
地
環
境
】

　

八
幡
浜
市

内
で
最
初
に

街
区
形
成
が

始
ま
っ
た
と

思
わ
れ
る
本

町
に
あ
り
、

八
幡
神
社
の

西
側
に
位
置

す
る
。
周
辺

は
戦
前
期
の

建
物
が
散
見

さ
れ
る
歴
史

環
境
で
も
あ

り
、
ま
ず
通

り
を
挟
み
東
側

に
は
八
幡
浜
教

会
（
昭
和
初

期
）
、
そ
の
裏

手
に
は
高
田

左
官
の
看
板
建
築
（
洗
い
出
し
装
飾
）
、
教
会

向
か
い
側
に
は
煉
瓦
蔵
の
あ
る
西
村
邸
、
西
に

1
0
0
m
ほ
ど
進
む
と
浜
ノ
町
に
菊
池
清
治
邸

（
明
治
6
年
築
）
と
若
松
旗
店
（
創
業
2
0
3

年
）
が
姿
を
見
せ
る
。

　

ま
た
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
や
市
立
図
書
館
に

も
ほ
ど
近
い
。
間
も
な
く
、
旧
図
書
館
（
松
村

正
恒
作
品
）
の
移
設
保
存
に
よ
る
市
の
活
用
計

画
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

【
文
化
財
的
価
値
】

　

坂
本
歯
科
の
建
物
は
、
木
造
総
二
階
建
て
の

二
世
帯
住
宅
で
、
か
つ
て
は
南
半
分
（
写
真
左

側
）
が
坂
本
歯
科
、
北
半
分
は
清
家
貴
金
属
店

が
営
ま
れ
、
従
っ
て
入
口
が
二
ヶ
所
設
け
ら
れ

て
い
る
の
は
そ
の
為
で
あ
る
。

　

八
幡
浜
は
、
宇
和
島
藩
最
北
の
主
要
港
と
し

て
江
戸
中
期
よ
り
徐
々
に
発
展
し
、
狭
小
な
リ

ア
ス
海
岸
を
埋
立
て
つ
つ
主
と
し
て
商
業
地
区

と
し
て
の
街
区
形
成
を
拡
大
さ
せ
て
来
た
。
特

に
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
は
、
菊
池
家
、
野

本
家
等
の
藩
御
用
商
人
を
中
心
に
、
本
町
は
そ

の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
元
々
で
言
え
ば
、
藩

内
有
数
の
庄
屋
で
あ
っ
た
浅
井
家
の
敷
地
が
そ

の
後
の
八
幡
浜
町
役
場
、
後
に
市
役
所
と
な

り
、
や
が
て
市
民
会
館
、
現
在
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
と
変
遷
を
遂
げ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
明
治
中
期
以
降
か
ら
昭
和

前
期
に
か
け
て
、
紡
績
業
や
製
糸
業
が
台
頭

し
、
そ
の
商
港
と
し
て
の
発
展
に
よ
り
“
伊
予

の
大
阪
”
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
様
に

呉
服
業
を
中
心
に
商
店
街
も
充
実
し
、
本
町
界

隈
に
は
大
店
（
お
お
た
な
）
（
大
黒
屋
野
本

家
、
油
屋
菊
池
家
、
近
江
屋
菊
池
家
等
々
）
が

軒
を
競
う
地
区
と
な
る
。

　

一
方
、
土
地
狭
小
な
地
域
特
性
も
あ
っ
て
、

一
戸
建
て
の
住
宅
地
確
保
が
難
し
い
点
で
長
屋

形
式
の
借
家
棟
が
増
加
し
、
こ
の
坂
本
歯
科
の

建
築
ス
タ
イ
ル
も
、
そ
う
し
た
類
型
に
入
る
と

思
わ
れ
る
。
明
確
な
建
築
記
録
が
判
明
し
な
い

が
、
そ
の
様
式
か
ら
見
て
大
正
か
ら
昭
和
初
期

の
築
年
か
と
想
定
さ
れ
る
。
現
在
の
建
物
は
、

前
述
の
二
世
帯
住
宅
の
型
式
で
あ
る
が
、
以
前

は
西
隣
に
も
棟
続
き
の
建
物
が
あ
り
（
現
在
は

別
所
有
で
分
離
改
築
さ
れ
て
い
る
）
、
一
方
北

隣
の
建
物
（
山
本
家
）
も
棟
続
き
で
あ
り
、

元
々
は
全
体
と
し
て
中
庭
を
有
す
る
回
廊
状
の

型
式
で
あ
る
こ
と
が
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
は

坂本歯科看板

坂本歯科（左）・清家貴金属店（右）
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見
て
と
れ
る
。
八
幡
浜
は
、
戦
前
期
に
市
制
を

敷
い
た
5
都
市
（
他
に
松
山
、
宇
和
島
、
今

治
、
新
居
浜
）
で
唯
一
空
襲
に
よ
る
戦
災
を
免

れ
た
事
も
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
長
屋
的
な
多
世

帯
住
宅
が
ま
だ
多
く
残
存
し
て
い
る
。
坂
本
歯

科
の
建
築
的
な
価
値
は
、
そ
う
し
た
庶
民
生
活

と
し
て
の
当
時
の
借
家
ス
タ
イ
ル
を
伝
え
る
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
佇
ま
い
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
坂
本
家
の
物
語
り
】

　

戦
後
間
も
な
く
の
頃
に
姉
夫
婦
が
住
む
清
家

高
治
家
に
同
居
？
す
る
形
で
、
歯
科
医
院
を
再

開
し
た
坂
本
シ
ノ
ブ
（
坂
本
家
四
女
）
氏
が
、

三
姉
妹
（
他
に
五
女
智
、
六
女
順
）
で
住
み
込

む
。
実
は
、
戦
時
中
に
近
く
（
今
の
図
書
館
辺

り
）
で
坂
本
歯
科
を
既
に
営
ん
で
い
た
が
、
市

役
所
近
く
で
あ
っ
た
た
め
昭
和
20
年
の
終
戦
直

前
に
建
物
疎
開
（
※
）
で
解
体
さ
れ
、
戦
後
改

め
て
の
再
開
で
も
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
坂
本
歯

科
の
看
板
は
、
姉
シ
ノ
ブ
の
開
業
再
開
の
た
め

に
弟
榮
太
郎
が
心
を
込
め
て
宇
和
桧
に
彫
っ
た

作
品
で
、
書
体
は
篆
書
（
て
ん
し
ょ
）
を
ベ
ー

ス
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
氏
の
芸
術
セ
ン
ス
が
良
く

表
れ
て
い
る
。
そ
の
後
歯
科
医
院
は
多
く
が
通

院
す
る
人
気
の
歯
科
と
な
り
、
や
が
て
三
姉
妹

は
昭
和
50
年
頃
に
市
内
広
瀬
に
新
築
し
、
職
住

分
離
の
形
で
女
医
シ
ノ
ブ
は
通
い
と
な
る
。
当

時
、
歯
科
に
よ
く
通
院
し
て
い
た
と
い
う
方
の

話
に
よ
れ
ば
、
診
察
室
に
は
い
つ
も
楚
々
と
し

た
一
輪
挿
し
が
置
か
れ
、
そ
の
季
節
毎
の
花
の

活
け
方
が
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
事
を
今
も
思
い

出
す
と
の
事
。
三
姉
妹
共
に
、
陶
芸
や
茶
道
、

た
ま
の
美
術
館
通
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
文
化

的
な
嗜
（
た
し
な
）
み
を
楽
し
む
生
活
を
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
広
瀬
の
敷
地
に
は
、
大
洲
市
渡
場
在
住

で
あ
っ
た
榮
太
郎
も
大
洲
市
教
委
を
退
職
後
ア

ト
リ
エ
を
建
て
、
永
年
希
求
し
て
い
た
ブ
ロ
ン

ズ
に
よ
る
具
象
作
品
の
製
作
に
没
頭
す
る
。
現

在
、
氏
の
新
珠
（
あ
ら
た
ま
）
の
作
品
群
50
点

余
が
八
幡
浜
市
に
寄
託
さ
れ
、
令
和
5
年
（
4

／
22
～
5
／
14
）
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
で
没
後

16
年
に
し
て
初
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
市
内
に

は
、
松
蔭
小
学
校
の
創
立
70
周
年
記
念
碑
に
氏

の
レ
リ
ー
フ
「
朴
の
花
」
が
あ
り
、
野
外
で
観

ら
れ
る
唯
一
の
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
（
※
氏
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
V
O
L
・
99
参
照
）

　

ま
た
、
そ
の
榮
太
郎
氏
が
愛
し
た
の
が
ア
ト

リ
エ
に
置
い
て
い
た
年
代
物
の
ビ
ク
タ
ー
蓄
音

機
（
1
9
2
3
年
製
）
。
壊
れ
て
久
し
く
聴
く

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
不
思
議
な
人
の
縁

で
一
昨
年
奇
跡
的
に
修
復
さ
れ
た
。
今
は
、

S
P
盤
の
味
の
あ
る
そ
の
音
が
、
手
回
し
操
作

で
聴
く
事
が
出
来
る
、
そ
れ
も
こ
の
建
物
の
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
。

※建物疎開とは、空襲により主要建物（官公庁等）が類焼しないよう、その周辺建物を強制的に解体撤去し空き地を作る政策のこと。

 坂本家の人 （々左端が四女シノブ、右端が榮太郎、後列に清家高治静枝夫妻） 蓄音機を操作する修復に功績の仙波先生

25 2025.32025.3


